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大学案内・入学者選抜要項をご確認ください

宮城教育大学ホームページからダウンロードできます

令和９年度版は

７月中旬頃に

発表されます！



東北で唯一の教員養成単科大学
「学び続け、深化する教師」を養成します

教育学部学校教育教員養成課程の下に

４つの専攻があります

1. 初等教育専攻 （定員２１０名）

2. 中等教育専攻 （定員６０名）

3. 芸術体育・生活系教育専攻 （定員４５名）

4. 特別支援教育専攻 （定員３０名）



初等教育専攻

すべての小学校教員にとって必要となる確かな
知識・実践的指導力・コミュニケーション能力を
身につけ、豊かな人間性を育みます。

幼年期教育創生コース

未来づくり教育創生コース

人文・社会系教育創生コース

理数・自然系教育創生コース



特定の教科に関する専門性と実践力とともに、
子どもから大人へと変容し始める生徒に適切に
対応する指導力を育みます

中等教育専攻

言語・社会系教育コース

（国語・社会・英語）

理数系教育コース

（数学・理科）



芸術体育・生活系教育専攻

教科に関する深い知識と専門的技能・技術を身に
つけ、豊かな教養に支えられた創造性を育みます

東北地域における広域拠点型の教育大学として、

実技系教員養成課程を廃止した地域の教育格差を

是正すべく、地域定着枠を設けております（詳細後述）

芸術・体育系教育コース（音楽・美術・保健体育）

生活系教育コース（技術・家庭科）



特別支援教育専攻

障害のある児童・生徒と向き合ってその可能性を
引き出し、一人ひとり異なる思いや願いに的確に
応えることのできるような指導力を育みます

視覚障害教育コース

聴覚・言語障害教育コース

知的・発達障害教育コース

肢体不自由・病弱教育コース



令和７年度卒業生の就職状況
• 令和7年度卒業生336名の就職状況は、下図の通りです。（ R8.4.1現在）

「教員になりたい！」という
気持ちを持った生徒さんの
後押しをお願いします。



入試の概要・ポイント説明



総合型選抜 ＜４５名＞

芸術体育・生活系教育専攻のみで実施

※実技系教科の教員採用状況を踏まえ、採用する側である教育委員会等から

の要望を踏まえた制度としています

この専攻では、中学校の音楽、美術、保健体育、技術、家庭科の
いずれかの教員免許に加え、小学校または中学校の他の教科（国
語、英語、数学のいずれか１つ）の免許を取得することを卒業要
件とします。

技術のみ、中学技術＋高校情報の免許を取得し、卒業要件とする
ことができます（高校情報免許については、令和９年４月入学者
以降：現在文科省に課程認定申請中）。



募集単位

地域定着枠（８名） 一般枠（３７名）

出願資格

高等学校等調査書の全体の学習成績の状況
（全体の評定平均値）が３.５以上の卒業見込
みの者及び卒業した者（既卒者可）とします。



１

出願要件

２

３

４

教員になろうとする強い意志を持つ者であること

本学入学後、意欲的に研鑽に努め得る者であること

合格した場合は、本学への入学が確約できる者で
あること

卒業後は、宮城県以外の地域において教職に就く
ことを強く希望する者であること

地域定着枠（８名）

※地域定着枠入学者のうち、１年次時点から宮城県内での就職を志望している等、
本出願要件に反していると思われる学生も見られます。
（教員就職志望でさえない学生もいます。）
今一度、本出願要件についてご確認いただけますようお願いいたします。



出願要件

教員になろうとする強い意志を持つ者であること

本学入学後、意欲的に研鑽に努め得る者であること

合格した場合は、本学への入学が確約できる者で
あること

令和９年度の大学入学共通テストの本学指定科目を
受験する者であること

一般枠（３７名）

１

２

３

４



〇芸術・体育系教育コース
個人面接、実技

〇生活系教育コース
個人面接

選抜方法（地域定着枠・一般枠共通）
芸術体育・生活系教育専攻の総合型選抜においては、各コースとも
教科単位で実施しますので、出願時に志願する教科を指定して出願
することになります。

※＜一般枠＞選抜において、第２次選考合格者には、
大学入学共通テストを課します。

第１次選考 第２次選考

出願書類による審査
（志願者が多い場合に実施）



合否判定の方法

第２次選考での合格をも
って最終的な合格と
します。
地域定着枠で志願した者
が第２次選考で不合格だ
った場合、一般枠での合
否判定に含めて、再度第
２次選考での合否判定を
行います。

第２次選考の合格者には、
大学入学共通テストを課
し、４７５点以上であれ
ば最終合格とします。

※大学入学共通テストの「情報Ⅰ」を
課しています。
（配点５０点）
最終合格に必要な大学入学共通テスト
の点数も４７５点となっております。

地域定着枠（８名） 一般枠（３７名）



令和８年度総合型選抜実施結果

大学入学

共通テスト

地域

定着枠

合格

５０名
第２次選考合格（最終合格）

4７５点未満

4７５点以上

出願 ５０名

８名
第1次選考

合否判定

一般枠

出願 ４８名

第1次選考

合否判定

不合格 0名

※今年度は0名だが、

もしいる場合は一般枠判定へ

合格

４８名

不合格

０名

第２次選考

合否判定

合格

８名

不合格

３７名（一般枠における判定を希

望しない５名を除く）→一般枠へ

第２次選考

合否判定

１次合格４８名
＋

地域定着枠３７名

＝８５名

不合格

３９名

合格

５１名

不合格

２７名

最終合格

２４名



令和８年度プレゼンテーションについて

テーマ：「自身の志望動機及び２つ以上の免許を取得することによる

キャリアプランについて」

時 間：プレゼンテーション（10分間）→引き続き個人面接（20分間）

方 法：着席したまま、口頭にて実施。ポスター・PC等の使用不可

受験生が面接員に資料を提示したい場合は、A４用紙１枚を提出可

（任意提出。提出資料は評価対象外）

持 込：プレゼン実施時の手持ち資料を持込可

令和８年度入試の個人面接は、
面接員：受験生＝３：１で

実施しました



令和８年度保健体育実技試験のスポーツ歴確認について

令和８年度の例

スポーツ歴（部活動及び学校外クラブチームにおける活動）、武道・スキー等の段位または級、大会出場
歴等を当日所定書式に記載することにより確認した。詳細は受験票発送時に周知

●競技歴について（ ）は記載例
・学年（第３学年、第２学年）
・所属チーム（〇〇高等学校、〇〇ユース）
・大会名（全国高等学校総合体育大会（宮城県予選）、JFAU-18サッカープリンスリーグ東北）
・開催時期（令和〇年〇月〇日～〇月〇日）
・結果（ベスト８、第〇位）
・出場の有無（スターティングメンバ―、ベンチメンバー）

●資格の有無について（ ）は記載例
・資格名（柔道初段）
・所属（〇〇道場）
・所得場所（昇段審査会（宮城県武道館））
・備考



学校推薦型選抜 ＜５６名＞

初等教育専攻、特別支援教育専攻で募集

募集単位

宮城県内定着枠（１０名） 一般枠（４６名）

初等教育専攻 初等教育専攻
特別支援教育専攻



教員になろうとする強い意志を持つ者であること

高等学校等調査書の全体の学習成績の状況（全体の評定平

均値）が４.０以上の卒業見込みの者

本学入学後、意欲的に研鑽に努め得る者であること

合格した場合は、本学への入学が確約できる者であること

卒業後は宮城県内の特定の地域＊において教職に就くこと
を強く希望する者であること
＊特定の地域…大崎市、栗原市、加美町、色麻町、涌谷町、美里町、石巻市、登米市、

東松島市、女川町、気仙沼市、南三陸町

宮城県内定着枠（１０名）
１

２

３

４

５

推薦要件



宮城県内定着枠では、宮城県内の特定の地域において教職に就くこ
とを強く希望する者という要件がありますが、学校推薦型選抜入学者
のうち、１年次時点ですでに当該地域での教員就職を志望していない
学生も見られます。（教員就職志望でさえない学生もいます。）

上述の状況から、令和７年度入試より、趣旨にそぐわない学生の推薦
を防ぐために推薦書の様式を一部変更しました。

変更内容としては、特定の地域以外に居住している、または特定の地
域以外に所在する高校に通っている高校生の推薦にあたっては、なぜ
特定の地域への就職を強く希望するのかという点を記載してもらうこ
ととなりました。

宮城県内定着枠（１０名） 推薦書の様式変更



教員になろうとする強い意志を持つ者であること

高等学校等調査書の全体の学習成績の状況（全体の評
定平均値）が４.０以上の卒業見込みの者

本学入学後、意欲的に研鑽に努め得る者であること

合格した場合は、本学への入学が確約できる者である
こと

一般枠（４６名）

１

２

３

４

推薦要件



初等教育専攻のみで実施します。

①専攻別課題…課題の理解力、内容展開力、思考力、文章表現力を
評価

②集団面接……課題の理解力、内容展開力、思考力、協調性を評価

③個人面接……宮城県内の特定の地域＊で小学校教員になろうと
する意志、質問の理解力、自己表現力、具体性、
適性を評価。出願時に提出する学校推薦型選抜レ
ポートを参考資料として利用します。

＊特定の地域…大崎市、栗原市、加美町、色麻町、涌谷町、美里町、石巻市、登米市、東松島市、
女川町、気仙沼市、南三陸町

宮城県内定着枠（１０名）選抜方法



初等教育専攻、特別支援教育専攻で実施します。

①専攻別課題…課題の理解力、内容展開力、思考力、文章表現
力を評価

②集団面接……課題の理解力、内容展開力、思考力、協調性を
評価

③個人面接……教員になろうとする意志、質問の理解力、自己
表現力、具体性、適性を評価。出願時に提出す
る学校推薦型選抜レポートを参考資料として利
用します。

一般枠（４６名） 選抜方法



総合型選抜_地域定着枠
学校推薦型選抜_宮城県内定着枠

～入学者の学びについて～

①入学前教育の実施
令和７年度の地域枠（地域定着枠、宮城県内定着枠）入学者から、入学前教育を実施し
ています。
令和７・８年度入学者に対しては、「郷土の先人」を題材に、授業の展開案を論述する
という課題を設定し、「東北地方及び宮城県の教育の特徴を理解」することで、「授業
力を涵養するための土台」に触れ、地域に貢献する教員を育てる目的で実施しました。

②地域関連科目の必修化
令和７年度の地域枠（地域定着枠、宮城県内定着枠）入学者から、地域関連科目の履修
が必修となりました。地域関連科目の中には、「東北の教育と人づくり」や「地域フィ
ールドワーク研究」等の授業があり、本学で実施している1年次学校体験（ふるさとイ
ンターンシップ）は「地域フィールドワーク研究」内で実施しております。

※1年次学校体験（ふるさとインターンシップ）について
学部１年次から小・中学校で１週間程度のインターンシップを実施するという取り組みです。地域枠で入学
した学生は、就職を希望する地域においてふるさとインターンシップに参加していただくこととなります。



一般選抜 ＜２４４名＞

初等教育専攻、中等教育専攻、特別支援教育専攻で実施
前期日程
(203名)

大学入学共通テスト 個別学力検査等

国語 教育小論文全員受験

文系型 英語 理系型 数学
＋

受験者が教育について論じた内容をもとに、思考力・判断力・表現力を測り、
教員養成大学で学ぶ上で必要な教員志向性を評価します。

＋

教育小論文



宮城教育大学の入学者受入方針（アドミッション・ポリシー）
に基づき、志願者の教員への志向性および思考力・判断力・表現
力等の能力を評価するための試験科目です。

（具体的には）

全ての専攻に共通して提示される教育関連の課題に対し、

志願者が日頃より抱いている教育への関心を踏まえて論述する。

一般選抜 ＜教育小論文について＞



一般選抜 ＜２４４名＞

後期日程
(41名)

「個人面接」では、出願書類として提出する「教員志望理由書」と
あわせて教員志向性を確認するとともに、主体性をもって多様な人々と
協働して学ぶ態度を評価します。

初等教育専攻のみで実施

大学入学共通テスト 個別学力検査等

全員受験 個人面接

＋



教員志望理由書について

・アドミッション・ポリシーにおいて、求める学生像の１つと

して「教員となることへの強い目的意識を持つ者」を掲げて
おり、その確認のために提出を求めるもの

・提出された「教員志望理由書」は、主として面接試験に活用

一般選抜 後期日程＜教員志望理由書＞



【まとめ】



コース

総合型選抜 学校推薦型選抜 一般選抜

地域定着枠 一般枠
宮城県内
定着枠

一般枠 前期日程 後期日程

幼年期
教育創生コース

専攻別課題

集団面接

個人面接

学校推薦型
選抜レポート

大学入学
共通テスト

教育小論文

国語 英語

大学入学
共通テスト

教育小論文

国語 数学

大学入学
共通テスト

教員志望
理由書

個人面接

未来づくり
教育創生コース

人文・社会系
教育創生コース

理数・自然系
教育創生コース

初等教育専攻（210名）

[文系型] [理系型]

※いずれかを選択

[文系型]

[理系型]

共通テスト
950点

教育小論文
200点

国語 200点
英語 200点
総合点

1550点

共通テスト
950点

教育小論文
200点

国語 200点
数学 200点
総合点

1550点

共通テスト
950点

個人面接
300点

総合点
1250点



コース

総合型選抜 学校推薦型選抜 一般選抜

地域定着枠 一般枠
宮城県内
定着枠

一般枠 前期日程 後期日程

言語・社会系
教育コース
（国、社、英）

大学入学共通テスト
教育小論文
国語 英語

理数系教育コース
（数、理）

大学入学共通テスト
教育小論文
国語 数学

中等教育専攻（60名）

[文系型]

[理系型]

共通テスト 1050点
教育小論文 200点

国語 200点 英語 200点
総合点 1650点

共通テスト 1050点
教育小論文 200点

国語 200点 数学 200点
総合点 1650点



コース

総合型選抜

地域定着枠 一般枠

芸術・体育系教育コース
（音、美、保） 地

域
定
着
枠

個人面接
実技

総合型選抜レポート
一
般
枠

個人面接
実技

総合型選抜レポート
大学入学共通テスト

生活系教育コース
（技、家）

個人面接
総合型選抜レポート

個人面接
総合型選抜レポート
大学入学共通テスト

芸術体育・生活系教育専攻（45名）



コース

総合型選抜 学校推薦型選抜 一般選抜

地域定着枠 一般枠
宮城県内
定着枠

一般枠 前期日程 後期日程

視覚障害教育コー
ス

専攻別課題

集団面接

個人面接

学校推薦型
選抜

レポート

大学入学
共通テスト

教育小論文

国語 英語

大学入学
共通テスト

教育小論文

国語 数学

聴覚・言語障害教
育コース

知的・発達障害教
育コース

肢体不自由・病弱
教育コース

特別支援教育専攻（30名）

[文系型] [理系型]

※いずれかを選択

共通テスト
950点

教育小論文
200点

国語 200点
英語 200点
総合点

1550点

共通テスト
950点

教育小論文
200点

国語 200点
数学 200点
総合点

1550点



主要試験等日程（日程はすべて現時点の予定ですので、必ず選抜要項・募集要項でご確認ください）

選抜の種類

総合型選抜
学校推薦型

選抜
一般選抜

地域定着枠 一般枠
宮城県内定着枠

／一般枠
前期日程 後期日程

実施専攻 芸術体育・生活系教育専攻
初等教育専攻
特別支援教育専攻

初等教育専攻
中等教育専攻
特別支援教育専攻

初等教育専攻

出願期間 9/4～10（予定）
11/2～6
（予定）

1/25～2/3（予定）

第１次選考
合格発表

10/1（予定） ― ―

第２次選考
個別学力試験

10/24～25（予定）
11/28～29
（予定）

2/25 3/12

第２次選考
合格発表

11/初旬

11/初旬 ― ―

合格発表 2/上旬 12/中旬 3/上旬 3/中旬



出願手続、実施日程等の具体的な事項については
次のとおり発表する予定ですので必ずご確認ください。

●選抜方針は７月中旬に
「令和９年度入学者選抜要項」により発表

●総合型選抜は７月中旬に
「令和９年度総合型選抜学生募集要項」により発表

●学校推薦型選抜は８月上旬に
「令和９年度学校推薦型選抜学生募集要項」により発表

●一般選抜は９月中旬に
「令和９年度一般選抜学生募集要項」により発表



オープンキャンパスについて

・日程 ８月７日（金）

・対面来校型で実施、人数制限は行わない予定

・Webでの事前申込が必要

・本学の受験を考えている方、教員志望の方



令和１０年度(令和９年度実施)入学者選抜の予告(概要)

①総合型選抜に関すること ●芸術体育・生活系教育専攻 募集人員の変更

コース 教科

募集人員

地域定着
枠

一般枠

芸術・体育系
教育コース

音楽

８

（７）

美術 （５）

保健体
育

（１１）

生活系
教育コース

技術 （９）

家庭科 （５）

合計 ８ ３７

コース 教科
募集人員
合 計

内 訳

選考区分

芸術・体育系
教育コース

音楽 ９
地域枠（福島） ２
一般枠 ７

美術 ６
地域枠（福島） ２
一般枠 ４

保健体育 １２ 一般枠 １２
小計 ２７

生活系
教育コース 技術 ９

地域枠（宮城） ２
地域枠（福島、山形） ４
一般枠 ３

家庭科 ９

地域枠（宮城） ２
地域枠（福島、山形） ４
一般枠 ３

小計 １８
合 計 ４５

募集
人員

地域枠を再編し、選考区分
に県指定を導入
（宮城県枠・山形県枠・福
島県枠を創設）



●地域枠出願資格の変更

出願する者は、次のいずれかに該当する者とします。
１）高等学校（特別支援学校の高等部を含む）もしくは中等教育学校を卒業見込みの者または卒業した者
２）文部科学大臣が高等学校の課程と同等の課程又は相当する課程を有するものとして認定又は指定した
在外教育施設の当該課程を卒業（修了）見込みの者または卒業（修了）した者

地域枠に出願する者は、次のいずれかに該当する者とします。
１）高等学校（特別支援学校の高等部を含む）もしくは中等教育学校を卒業見込みの者
２）文部科学大臣が高等学校の課程と同等の課程又は相当する課程を有するものとして認定又は指定した
在外教育施設の当該課程を卒業（修了）見込みの者（試験実施年度に卒業（修了）した者を含む）

※一般枠出願資格は変更ありません

●地域枠出願要件の変更

⑤ 卒業後は、宮城県以外の地域において教職に就くことを強く希望する者であること（地域定着枠のみ）。

⑤ 地域枠選考区分に対応した県に通学・居住実績または相当の理由があり、当該県において教職に就く
ことを強く希望し、誓約できる者であること（地域枠のみ）。



●第１次選考について

志願倍率が、各教科の地域定着枠と一般枠を合わせて一般枠募集人員の４倍程度を超えた場合、地域
定着枠の全教科及び該当する教科の一般枠において、出願書類による第１次選考を実施します。

志願倍率が、各教科の地域枠と一般枠を合わせた募集人員の３倍程度を超えた場合、該当する教科の
地域枠と一般枠において、出願書類による第１次選考を実施する場合があります。

① 教員になろうとする強い意志を持つ者であること。なお、特別支援教育専攻志願者は、特別支援
学校教員になろうとする強い意志を持つ者であること。

②学校推薦型選抜に関すること（特別支援教育専攻ー推薦要件の追加）

●実技検査について（保健体育）

球技（バスケットボール、バレーボール、サッカーから選択）、器械運動、陸上競技、競技歴の確認を行う。

球技についての種目を変更する、あるいは減らす可能性があります。



詳細はＨＰをご確認ください



ご清聴ありがとう
ございました。
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